
オー フォるトゥーナ

O Fortuna,
おお 運命の女神

セムヘ
°
る   クレスツイス

Seコnper cコescls
常に   大きくなる

ヌン    コフ
゛
卜
゛
ゥラト

Nunc Obdurat
今   耐える

エケ
゛
スターテム

egeStateIIL,
貧乏

1.0 IRTUNA
ウ
゛
ェ・ルゥト ルゥナ   スタトゥ  ウ

゛
ァリアヒ

゛
リス

velut Luna statu vaゴ abilis,
～のように  月    姿    変化する

アウト  テ
゛
クオしスツィス  ウ

゛
ィータ  テ

゛
テスタヒ

゛
リス

aut decコescis vilta detesLbilis
また  小さくなる  人生  呪われる 忌まわしい

エト  トゥンク  クゥらト   ルゥト
゛
ォ  メンティ    サツィエム

et tunc curat ludo ]mentis acienl.

クウ
゛
ォクウ

゛
ェ ミテリス

quOque(五単樋riS
～も又  狙 う(得 ようとする)

卜
゛
ゥるスゥム ヌゥト

゛
ゥム フェろ トゥィ スツェレリス

dursum mudum im)t面  scebris
背申    裸の 耐え忍ぶ甘受する あなたの  犯罪

1。 O FORTU]N:A

おお運命よ まるで月のように 姿は変る

常に満ち 常に欠ける 不快なこの世も

つ らいのは一時 次には気ま ぐれに 遊戯の心に味方す る

恐ろしい空虚 な運命 よ 汝はまわる車のようだ

汝は悪 しき状態のもとに健やかなるものを病まし思 うままに砕き去る

衣をまとい ヴェールに隠れた姿で 汝は私をも悩まさずにおかない

では汝のまな板の上に この裸なる背中を晒 し 汝の悪行に委ねるとしよう

健やかなる健康の恵みも たくましき力も 汝運命は私からむさばり

おかし さいなむ すべて思うがままに

今こそただちに 弦をかき鳴らし

そして やがて 気を配る 遊び   心 まなざし

ホ
°
テスターテム   テ

゛
ィスソルウ

゛
ィ トゥト  ク

゛
ラーツィェム

pOteStattm dおSOl宙t ut JaCiem
権力        溶ける  のように  氷
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Sors
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malus,
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エト ウ
゛
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et velata
かくす

ティナニス

lmaコ巳s,

空虚な

エ ろ―タ トゥ ウ
゛
ォルゥヒ

゛
リス

rota tu volubilis,
車輪 あなたは 廻転する

セムヘ
°
る   テ

゛
ィスソルゥヒ

゛
リス

seコnper dissolubilis
常に    無に帰する

サルゥス

salus
救い

オフ
゛
ゥマフ

゛
ら―タ

obu11labrata
かげでおおう

ヌンク

ロLl■IIC

ハァ   キン

Hac in
ここで *

へ°る ルゥドゥム

per luduI11
～の為に  遊び

ミヒィ

コD■ch■

禾ムを

ソルス    サルゥティス  エト  ウ
゛
ィるトゥティス  ミヒィ  ヌンク    コントら―リア

Sors slduis et virtutis lnichi nunc contra」 五a,
運命 救い と 徳 私に 今 反して

エス  タフフェクトゥス  エ|ヽ  テ
゛
フェクトゥス

est a]bctus et deibctus
～である  情欲   と   衰微

セムヘ
°
      リ   ナンカ

゛
リア

seコnpler  l■l  an.g.ana,
いつも ～の うちに 強制奉行

コるテ
゛
   フ

°
ゥルスゥム   タンキ―゙テ

corde pullsuIIl tangite,
弦    ならす    つかむ

フォるテム

brtem,
力のある者

シネ   モら
sl」ne  I1lora

～な しに 休み

クウ
゛
ォト

゛ へ
°
る ソるテム  ステるニト

quod per sOrtOnl steiHDit
(*代) ～によつて  運  打ちのめす

メクゥ    モムネス    フ
°
ランキ―゙テ

Inecu■l o■【Ines plangite!
私と先に  すべての人  悲しみ泣く

運命の車輪の下に 強者を亡ぼせ し者を呪いて皆 私と共に泣 くがよい

貧乏も権力 も しょせん氷のようにとか し去る
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私は運命の与えた傷に泣 く 目にあふれる涙

かつて 与えてくれた恵みを運命は 再び背いて奪 う

事実 書にもいわく「黒髪 豊かな者も

時が くれば失 う その髪 を」 と

運命の王座に かつて誇 らかに座っていた

栄華の色 とりどりの 花で飾 られていた

だがかつて いかに栄え 幸福 と恵みに満ちていようと

今は落ちぶれ果ててしまった 名誉も奪われてしまった

運命の車は回る ある者はその下にさらされ

ある者は高きに昇 る い とも誇 らかに

王は頂に座っている だが 心するがいい

フォるトゥーネ フ
°
ランゴ
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スティルランティフ
゛
ゥ  ソツェルリス
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スゥフ
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もりを 彼女が(運命の女神)私に  贈る
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ォト
゛ レキ
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トゥる

Verum est, quod lertur
本当の  ～である ～こと   読む

セト
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いかにんであっても もちろん 花
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缶onte
額
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capillata,
毛髪の**
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In Fortiune sOlio sederaIIl elatus,
～に   運命    王座    坐る   誇 りを持って

フ
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゛
ァリオ  フローオЪ  コろナートゥス

prospe五tatis vamo ]ore coronatus;
幸せな    色とりどりの 花    (花 で)飾る

アルテ       リン   アルトゥム  トォルリトゥる   ニミ    セキサルタートゥス

A]:縫r   m dtum tO■ ituri nimis ex」 ねtus
二つのうち一つ ～に 高い所   引き上げる  非常に   高める
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■)lLi et beatus,
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廻る      下る   小さくなったもの

ウ
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゛
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゛
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nam  sub  aKe b響 ‐mus Hecubam ireginam
何 となれば ～の下に 車軸(**)読 む     ヘクバ      女王

運命の車軸にあきらかに 記 され し女王ヘクバの名



3. Ⅶ RIS LETA FIACIES 3. VERIS LETIA FIACIES

輝 く春の面は 世界をおお う

冬の厳 しさは 敗れて逃げる

色とりどりの衣をまとい 春の女神フローラは統べる

森の奏でる調べの中で フローラは歌声に 褒め称えられる

フローラのひざに横たわり 日の神フィーブスは新たに

微笑む 多くの 花で飾 られながら

西風ゼファーは 蜜の香 りを伴い 吹いて行く

愛の賞を競 うため みんなで急ごう

歌にさえずるのは やさしいフィロメル

色とりどりの花に 微笑むのは 明るい牧場 小鳥の群は飛ぶ
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ェスティトゥ  ゥ

゛
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森     優しく奏でる と同時に
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717" A
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ノホ
゛
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新 しい   時
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゛
ト   ホォク  ゥ

゛
ァリオ  イアム

面愚unl dat, hOc va:口 .o ialn
笑い   ―与える その中へ 色々な  今や

~アステイ′ヾ

stinaj6)
濡た→V/

イン  オト
゛
レ
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～で  香
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スヒ
°
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吹 く

ツェるタティム  フ
°
ろ フ

°
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゛
ィオ クゥるらムス

Ce]此iatilm prO bFaiViO Curraコ 田uS
競つて   の為に  賞品     疾走する

卜
゛
ゥルツィス  フィロメーナ

dulcis PhiOIIlena,
優 しい    夜鶯

フ
°
れ‐タ

イン  アモーオL

■n  a.Inore
に    愛

セオしナ

serena
澄みわたる

アウ
゛
ィウム

av■uIIl

寂しい

力
゛
ウテ

゛
ィア  ミルレナ

gaudia =liⅢ _ena
喜び     千の

歌

つ

ウ
゛
ァリオ

va■■o
色 とりどりの

E」tゝla‐
菫漁

イアム
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はや

フ
°
ろミット

promit
歌う

サリト

sa_lit

飛ぶ

yr l'ix
cetus

シルウ
゛
ェ

silve
森

コールゥス

chorus
合唱隊

ウ
゛
ィキ

゛
ヌム

Ⅵ 伊num
乙女

へ
°
る アメーナ

per aIIlella
イアム

laIIl

もはや

楽しい森の木々をぬつて 乙女たちの歌声は 限りなき歓びを与える



エクツェ

IElcce

見よ

ヤム

Ialn
今や

フ
゛
るゥマ

bruIIla
冬

5 Ecce
ク
゛
らトゥ

gratum
喜び

リクウ
゛
ェスツィ

hquesdt

tuln

トォフ
°
タートゥム

optatuln
願望

ウ
゛
ェる れドゥツィトカ

゛
ウテ

゛
ィア

Ver i配)ducit gaudia,
春  引き戻す 喜 び

5 Ecce sratum

見よ 楽しい 待ち焦がれた 春が歓びを呼び戻す

深紅の花の色に 牧場は花盛 りだ 太陽はすべてのものを明るくする

さあ悲 しみは捨て去ろう 夏は戻 り

代 りに遠 ざかる厳 しい冬

今や溶けて消える あられ 雪 その他もろもろ

霧は散る そ して今 乳を吸 うのは 春 夏の乳房に

かわいそ うなのは 生を楽 しまぬ男

気ままに したいことをせぬ男 この夏の統べる時

誇 らしく また楽 しく 蜜にも似た 甘美にひたる者 それは自ら努めて

享受する者 キューピットの獲物を では我々も ヴィーナスの命ずるまま

フ
°
ゥるフ

°
ゥら―トゥム フローレト フ

°
らトゥム  ソル セれナ  トォムニア

pu■pШatum ■o祀t prahm, SOl 
“

Кntt omma.
深紅の       花    牧場     太陽  晴朗にする 全てのもの

ヤ   ミアム   ツェタ
゛
ント  トリスティア

Iam iam cedant tnstial
すぐに   立ち去る   悲しみ

エスタス   ヤしテ
゛
ィト

Estas 
“

dit,
夏   回帰する

ヌンク   オしツェーテ
゛
ィト

numc recedlit
今    帰る

ヒuエミス

Hyem■s
冬

テト  テ
゛
クヤしスツィト

et  (lecDescit

レタントゥ

letantur
喜び

溶ける  そ して 少なくなる

セウ
゛
ィツィア

sev'it]a“

苛酷な

リン

ln
～の中で

ク
゛
らンド

grando,
霰(あ られ)

ニク

ロ■X
雪

卜lゥルツェテ
゛
ィLス

dulcedinis,
甘い

セト ツェテら

et ∝縫ra;
等など

イルリ

illi

その人の

フゥキ
゛
ット   エト  ヤム   スゥキ

゛
ット  ウ

゛
ェ  オ・しスタティ   スゥベら

h」t, et iam surt ver estatls uben;
過ぎ去る そして 今や  飲む    春    夏     乳房

メーンス   エスト    ミセら      クウ
゛
ィ  ネク  ウ

゛
ィウ

゛
ィト

IIlens ost   IIli巌era,  qui nec vivit,
心   である  憐れである  ～も～でない 生を楽しむ

ネク       ラスツィウ
゛
ィト   スゥ     ベスタティス   テ

゛
クステら

nec     lascivit  sub   iEsLtis dextera
～も～でない 気ままである ～の下で   夏    右手の幸福な

ク
゛
口リアントゥ

Gb五antur
栄光

ウー  トゥタントゥる

ut  utantur
～のために 享受する

―
引
　

ｅ

２

ね メルレ

melle
蜜

クウ
゛
ィ コナントゥる

qui conantu島
(関・代) 試みる

フ
°
れ ミオ

prenl■ o
報酬

クウヒ
°
テ
゛
ィニス

Cupidinis:
キューヒ・ッド 愛の神

ツiフ
°
リテ

゛
ィス

Cypridis
ヴィーナス

シムス

sIInus ■ussu
命令で

ユスス

ク
゛
口リアンテ     セト  レタンテス

glonan"s et letantes
誇 りにする   そ して  楽 しむ

ハ
°
れ

pares
等 しい,似 る

セスセ

esse
ある

ハ リテ
゛
ィス

Pa五dis.
パ リス

誇 りを持ち 陽気にやろう 昔のパ リスと同じように



7. F10ret s通va nobi:lis.

フロ~オLト   シルウ
゛
ァ  ノヒ

゛
リス

Floret siva nob:ilis
花盛りである 森   気品ある

ウヒ ゙ エスト  アンテイクウ
゛
ウス

Ubi eSt al■ tれuuS
どこに いる   昔の

フローリフ
゛
ゥ セト

■oribus et
花    と

メウ

コQeus
私の

エイア  クウ
゛
ィス

サミクゥス

anlicus?
恋人

メー

IIle

私を

フォリィス

おliis.

葉

アマーヒ
゛
ット

amabit?
愛する

7 siva ihs.

気高い 森は 花盛 りだ 花咲き 葉は 繁る

私の 昔の 恋人は どこにいるのか

その人は 馬にのって行ってしまった。 私を愛 してくれようか

森は いたる所 花盛 りだ。私は 恋人を 恋慕 う

森が いたる所 緑な ら

なぜ 私の 恋人は 帰ってこないのだろ う

彼は ここを去って行った。あぁ 誰が私を愛 してくれるだろう

8.

ヒィンク  エクゥ
゛
ィタゥ

｀
イツト

Hhc eq面tavit,
ここから 馬に乗っていく

フロ~オ1ン ト   シルウ
゛
ァ

F10コet  sⅡva
花盛りである 森

ウンテ
゛
ィクウ

゛
ェ   ナー

undique, nah
いたる所

ケ
゛
セ
゛
ルレン  イスト

llen ht
恋人   ～である

ela,
あ―あ

quls
誰が

ミる

nllr
私に

ウ
゛
し

we_
苦痛

ク
゛
るゥオネトテ

゛
る

ClruOnet der
緑色である

アルレントハルベン

a■enthalben,
いたる所

l" t tvl'

walt
#

ウ
゛
ア イスト   ミン    ケ

゛
セ
゛
ルレ

Wa  ist  Ⅱ■in  geselle
何処に いる 私の   恋人

テ
゛
る イスト   ヶ

゛
リテン

Der ttt geriten
その人はである 馬で行く

アルセ
゛
  ランケ

゛

」艶 lanr?
このように  長く

Y.tyl'y
hinnel,
::i.b

オ ウ
゛
ィウ

゛
ェる ソ

゛
ル ミッヒ

o wi,  wer sOl  nlicih
あ―あ  誰が だろうか 私を

ミンネン

コo■コロ■en?
愛する

8 g■p va「we ln■rdie
g■D nl■r

店のおじさん 紅を下さい 私の頬を染めるんです

若い男達の心を引くためなんです

捉 えて紅の力で恋をす るためなんです
｀

さあ 私をごらんになって

dieクラメる   キ
゛
フ
°

テ
゛
イ

Cbramett gip die
小問物屋の主人 与える

フアるウ
゛
ェ

varwe m■■
私 に

ア イ

die
(関・代)

ミン

Ⅱl■n
私の

る ウ
゛
ェンケ

゛
ル  オ

′しё―テ

Wenrl Юe樋 ,

頬    赤く染める紅

夕
゛
ミト イッヒ

dan五t ich
～のために 私が

アン イる 夕
゛
ンク

an i]「  dank
おかげで

ユンケ
゛
ン

Jungen
若い

die

マン      ラト
IIlan!  lat
男  ～させる

エンケ
゛
ン

Jungen
若い

ア イ マン

コman
男

テ
゛
る  ミンネンリーヾ

der nllmmtenhebe
愛

ネё―テ

noe縫 .

利用す

ir* l" ll
iu rvallen!

あなたは 気に入る

セ
゛
い―ト ミッヒ

Seht 11lich
見よ  私を

アン

an,

ミッヒ

nllch
私を

若い男達 楽 しませてあげよう



ミンネト
Minnet,
恋する

ミンネ

n■lIIIle

愛

l't7"
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t l-<

トゥケ
゛
ントリーヘェ

tugenthche
徳のある

ミンネクリーヘェ

mm“ chh
愛らしい

トゥォト   ユゥ   ホォッホ  ケ
゛
ムート

tuot iu hoch geI1lout
なす  あなたは 高く   心

フろウウ
゛
ェン

量Юuwen!
女

ショウウ
゛
ェン

schouwren
押 し上げる

ミヒ    ユゥ   ケ
゛
ファールレン

Ⅱlich iu gevallen!
私を あなたは 気に入る

マン

コ■an,
男

恋をしなさい 素敵な男も 愛 らしい女も !

恋は心を勇敢にし

恋する者に 高い誇 りを与えます

さあ 私をごらんになって 若い男達 楽 しませてあげよう

待ちに待った世界よ 歓びに満ち溢れた政界 !

私はあなたのしもべとなりましょう いつも あなたの愛に 捉えられて

さあ 私をごらんになってね 若い男達 楽しませてあげよう

9。  Re■e ノ/ sWaZ hie gat ・umbe

ここで彼女らは輪になって踊る

彼女らは皆 乙女なのだ 誰も男を欲 しがらない この夏のあいだには !

おいで おいで 私の恋人

セ
゛
い―ト ミッヒ

Seht lmich
見よ  私を

ユゥヒ   イン   ホォヘェン

iuch in hhn
あなた方を ～に  高い

7Y tYf'- |
8n, jungen

#t,.

マン      ラト

I112L11!   ht
男   ～させる

マン      ラト
コnall!   ht
男   ～させる

ラト

lat
させる

エオLン

erent
誇 り

ウ
゛
ォルテ

゛
ィる ウ

゛
ェるト   タ

゛
ツ  ト

゛
ゥ  ヒ

゛
スト

Wol di■, werlt,  daz du bist
幸いなり     世界 ということは あなたは ～である

アルソ

」∞
又

フろィテ
゛
ンリーヘェ

■「euden」ichel
喜びにみちて

イヒ  ウ
゛
ィルテ

゛
ィる ス

゛
ィンウンテ

゛
るタント

゛
ゥるヒ テ

゛
ィン

Ich wii■ dir sin llndertan dllコ ch din
私は つもり あなたは 心   従わせる  あなたの 愛

り‐ヾ   イムメる

liebe l■llner
いつも   確な

シベェるリーヘェ

slcherliche_

セ
゛
い―ト  ミッヒ   アン   ユンケ

゛
ン

Seht mich an, jungen
見よ  私を        若い

ミッヒ

nlich
私を

f" 7t-tvvY
gevallen!

ユウ

111

あなたは 気に入る

9. Reie / Swaz hie sat umbe
シュウ

゛
アーツ ヒィ   カ

゛
ト

Swaz l■ie gat
ここで 仲間

7'- .l t7" p','lu7l'

die wellent
Lf:V'

夕
゛
ツ  ス

゛
ィント  アルレス   メケ―゙テ

゛

da_z sint alles inegede,
それは  である 皆   乙女 .

lA^"
umbe,
ffillt3.,1

アン   マン

an man
に   男

テ
゛
ィセ

゛
ン スゥメる

dttlen suコner
この    夏

アルレン

allen
この

力
゛
ン

gan!
'+i <

Chume, chum, Eeselle min

クゥーメ      クゥーム

ChuIIle,chun■
,

きなさい

イー エンヒ
゛
テ

ih enbite

ケ
゛
セ
゛
ルレ

gesene
仲間

ハァるテ テ
゛
ィン

ha:此e dL■ ,

イー エンヒ
゛
テ   ハァるテ  テ

゛
ィン

ill enbitel ha:」le din,

ミン

コ1■n,
私の

一生のお願いだ 一生のお願いだ



クゥーメ

chulne,
きなさい

クゥーム

chulm,

クゥーム  ウン  マッヘェ   ミッヒ    ケ
゛
ス
゛
ゥント

chunl unlnache mich gesunt
きなさい   ～はする  私    元気

‐
;ラ ■

'′ス
゛
ウーツェる ろ‐セ

゛
ンファる‐デ〒― ムント

suzer ■Osenvarwer lnunt
廿い    ばら色の      口

フ1′ ,/
ス
゛
ゥーツェる ろ―セ

゛
ンファる̀■事ニムント

Suzer rOsenvaコⅣer inunt,
甘い    ばら色の      口

クゥーム   ウン  マッヘェ  ミッヒ  ケ
゛
ス
゛
ゥント

chunl un lnache nlich gesunt,
きなさい  ～はする 私   元気

夕
゛
るへ

゛
ン

darben,
破壊する

フォン   エンケ
゛
ルラント     レーケ

゛
  アン  ミネン   アるメン

von Engemant  lege an Ⅱlinen ar□Len.
の  イキリス    横たえるに 私の   胸

おいで おいで 私の恋人 ば ら色の 日よ

ここへ来て 私の気分をよくしておくれ

キぁな帯そが全部吾がものになるのでも海か らライン河まで 全部そ う

私はあえて 餓死す るだろ う

英国の女王を 私の腕に横たえるためならば

L 4. In taberna quand.o sumus

我々が居酒屋にいる時は 場所が どこかは気に しない

そして すぐ賭を始める 賭は汗をかくものだ

居酒屋の中の出来事 金が執事のその居酒屋での事なら

Swaz hie gat umbe (*HI < , ,.i L)

10.Wore diu werlt alle IInn

ウ
゛
ェれ デ ュ ウ

゛
ェる

Wiere diu  wOrlt′
もし～なら    世界

アルレ  ミン   フォン
ame .11.1l von
すべて 私のもの から

テ
゛
ム

den■e

メーレ

コQere
海

ウンツェ

unze
まで

7v 7" v 0't
an den Rin

)lYfq

テ
゛
ス

des
ウ
゛
ォル  ティー   ミー

woL ih mih
私 は  1私 を

夕
゛
ツ

daz
ア ユ

diu

クiネキ
゛
ン

chinegin
王女の

L 4. In taberna quando sumus
イン   タベるナ    クウ

゛
ァント

゛
  スムス      ノン   クらムス     クウ

゛
ィト

゛
  シト  フゥムス

In taberna quandO sulm_us  nOn curaコnus quid sit humus,
で  居酒屋    の時    我々 がいる  ない  心配する  どんな    地面

セ   タ
゛

|ヽ

゛
  ルト

゛
ゥム    フ

°
ろへ° らムス    クゥィ   セムヘ

°
     リンスゥタ

゛
ムウス

sed ad l■ ldun■  prOperalnus,  cui seコnper insudaコ nus.
すわる  の方ハ、 賭け事   急 ぐ        その人が 常に   汗ばむ

クウ
゛
イト  タ

゛
力
゛
トゥ  リン  タベるナ     ウヒ

゛
  ヌムムゥ      セスト  ヒ

°
ンツェるナ

Q通d agatur in tabeⅡ la ubi num.mus ed pmcenla,
どのように 振舞う   居酒屋で      その場所で 金銭   がある 酌取り

ホオ  ケ ストオフ
・
ウスウト  クウ

゛
ェらトゥル  シ クウ

゛
ィト

゛ ロクウ
゛
ァる アウテ

゛
ィアトゥる

hOc est opus ut queratu=, si quid loqua■  audiatun
この様な事 である 当然 然し 尋ねる    もし～なら その事を 話しかける 聞く

ここでたずねるがよい 私が教えた ら 間 くがよい

l'- t'- fuVr iy
geselle min.
'f4lffi tla

1 O . Were diu werlt alle min



クウ
゛
イタ
゛
ム

Q価dam
在る者は

セ   テ

Sed
すわる

クウ
゛
ァるテル

I Quarter
4度 巳 ′

″

・ｍ
に

ルゥト
゛
ゥント クウ

゛
ィタ

や
ム  ヒ

゛
フ
゛
ント

ludl■nt,quidaIIl bibunt,
賭けをする  在る者は  飲む

ルゥト
゛  クウ

゛
ィ モらントゥる

ludo qui lnOrantu弓
とどまる

フ
°
ろ ソろリフ

゛
ス ウ

゛
アニス セフ

°
ティエス フ

°
ろ ミリティフ

゛
ス シルウ

゛
ァニス

pro soro五bus vanis, septies prO militibus silvanis.
姉妹     無節操な   7度 目       兵士      森の

フ
°
ろ フら卜リフ

゛
ス ヘ

°
るウ

゛
ェるシス たユス フ

°
ろ  モサ

~ヒ
ィス テ

゛
ィスヘ

°
るスィス

pK)iat五 bus pelvers麓 ,  nonios plI)]mOnach[L di町〕ersis,
兄弟       偽りの。邪悪な   9度 目    僧侶      散乱せる

フ
°
ろ ナウ

゛
ィカ

゛
ンティフ

゛
ス  ウンテ

゛
ツィエス フ

°
ろ テ

゛
ィスコる夕

゛
ンティフ

゛
ス

pro navigandbus, undecies pro dhcordantibus,
航海者         11度 日        抵抗者

クリスティアニス  タンクティス  クウ
゛
ィンクウ

゛
ィエス フ

°
ろ フィテ

゛
リフ
゛
ス  テ

゛
フンクティス

Ch五stianis cunct■ s quinql五es p]Ю 五delibus de■■nct■s,
キリス ト教徒   全ての    5度 目        信徒      死者

フ
°
4) へ

°
ニテンティフ

゛
ス    トれテ

゛
ツィエス  フ

°
え) イテる  アク

゛
ンティフ

゛
ス

pコD〔)penitentibus,  t],(〕 dedes pK)i快)r agendbus.
13番 目      行進   行為者

賭をする者 酒を飲む者 あるいは両方楽 しむ者もいる

だが賭けをしに残っている者の中には 着物を取られた 裸の者もいれば

まだ着ている者もいる 金袋で体をおおう者もいる

そこでは誰も死を恐れない 皆バッカスの為に くじを引く

酒を買ってくれた御方の為に一度 自由な人々はその酒を飲む

それから囚われ人の為に三度 次に生ける者の為に三度

全キリス ト教徒の為に四度 信仰に死せる者の為に五度

か弱い姉妹の為に六度 森を護る兵士の為に七度飲む

罪深い友の為に人度 各地に散った僧侶の為に九度

船乗 りの為に十度 けんかする者の為に十一度

悔い改める者の為に十三度 旅に出る者の為に十三度

クウ
゛
ィタ

゛
ム

qu■dalll
在る者は

tlz V,t^

ex his

インテ
゛
ィスクオ■テ

llldiscrete
区別なしに

クウ
゛
ィタ

゛
ム

qu■daln
在る者は

ウ
゛
ィウ

゛
ント

vivunt.
楽しむ

テ
゛
ヌタ

゛
ントゥる

denudantur
裸にする

クウ
゛
イタ

゛  ミヒ
゛
 ウ

゛
ェスティウントゥる

quidanl ibi vestiuntu弓
在る者は  そこで  着物を着る

クウ
゛
ィタ

゛
ム

qu■daコL
在る者は

サクツィ

saccls
袋

シンドゥウントゥる

induuntun
あるものを着せる

イヒ
゛ ヌルルゥス  ティメト  モるテム セト

゛ フ
°
ろ ハ

゛
ッコ

Ibi nuⅡus tilnet inOrtenl sed prO iBaccho
そこで 誰でもない 恐れる  死   でなくて ために 酒神   投げる

フ
°
リモ  フ

°
ろ  ヌムマータ

PrilnO pro numlnata
はじめに のために 金持ち

ウ
゛
ィニ  エクス  ハァク

ミットトゥント

Πlittunt
くじ

ソるテム

sorteinl:

セメル   ヒ
゛
フ
゛
ント

seimtel bibunt
ただ一度  のむ

viI丘,  ex hac
葡萄酒を飲む から それ

フ
°
ろ カフ

°
ティウ

゛
ィス ホ

°
スト ヘェク

p■o captivis,  pOst hec
囚人      あとで その

テる フ
°
ろ ウ

゛
ィウ

゛
ィス

樋 r pЮ  宙 vis,
3度 目 生きている人

L'7" yl'

bibunt
att

リベ るティニ

hbe」Fh五 ;

解放 された奴隷

フ
゛
ヒ
゛
ント

bibunt

プ ろ
prO

卜
゛
ゥオテ

゛
ツィエス

duOdec■es
12番 目

タム    フ
°

,ろ) ハ ハ

Taln prO papa
～と同様に   法皇

フ
°
ろ れケ

゛

pЮ К

"王家

クウ
゛
ァム

ql■aIIl

ヒ
゛
フ
゛
ン

bibШt
のむ

トォムネス     シネ    れ ケ
゛

olllnes  sli]ne  lege.
すべての人 なしに 規則

法王の為には国王と同じ回数だけ 誰もが許 しもなく飲む

セクスィエス

sex]es
6度 目

オクツィエス

Octies
8度 目

テ
゛
ツィエス

decmes
10度 目



ヒ
゛
ヒ
゛
ト

Bibit

ヒ
゛
ヒ
゛
ト

bibit′

ヘェるス

herus,
主人

b働量

クレる ス

clerus,
聖職者

ヘェら ヒ
゛
ヒ
゛
ト

hera, bib批
主婦

ヒ
゛
ヒ
゛
ト  ミレス

bibtt mies,
兵

イレ

量le,

彼

イルラ

ima,
彼女

クゥ   マンツィルラ

cum ancma,
と一緒に 女中

ヒ
゛
ヒ
゛
ト

bib孟 bibit

セるウ
゛
ィス

serv■ s
奴隷

コンフゥンタ
゛
ントゥ   オし́ト  クゥム   ュスティス  ノン  スクリハ

゛
ントゥる

con」undantu:r et cun■  i■isis non scribantun

主婦も飲む 主人も飲む 兵隊も飲む 牧師も飲む

この男も飲む あの女も飲む 下男も飲む 女中も飲む

すばしこい男も飲む のろまも飲む 白人も飲む 黒人も飲む

常連も飲む 立ち寄りも飲む 間抜けも飲む 賢者も飲む

貧乏人も飲む 病人も飲む 追放者も飲む よそ者も飲む

少年も 白ひげも飲む 僧正も 司祭長も飲む

姉も飲む 兄も飲む 老人も飲む 母も飲む

あの女も飲む この男も飲む 百人も 千人も飲む

六百ペンスは少なすぎて 長持ちしない

限りなく みんなが飲む時は 愉快に飲めるだけ飲ませるがよい

このように人は皆われわれを苦 しめる その為 とても 貧 しくなるのだ

bbit bib批

I tYtl'tx L" L" I' l'- yl" l'- x

タルフ
゛
ス ヒ

゛
ヒ
゛
ト  ニケ

゛
る

albus, bibit llige弓
白い         黒い

ヒ
゛
ヒ
゛
卜る―テ

゛
ィスヒ

゛
ヒ
゛
トマグウ

゛
ス

b動批 rud」s, b動量 magus_
未熱な        魔術の

テクスゥ   レ  ティク
゛
ノトウス

exul et ignOtus,
追放された人  よそ者

l" 'vlT
velox,
ffiffi/e

ヒ
゛
ヒ
゛

bLit
ト ヒ

°
ケ
゛
る

plgeL
のろい

bibit, cOnstans,
固定の

bbit vall「us,
不 定 の

ヒ
゛
ヒ
゛
ト

BibL
エク

゛
ろトゥス

eg【)tus, bお it

ハ
°
ウヘ

°
 れト

pauper et
貧しい

ヒ
゛
ヒ
゛
トフ

°
ゥエる

bibL pue弓
男の子

bib批

ソろ る

soro葛
姉妹

L" L" y I' i-Xx
bibit canus,

zL

ヒ
゛
ヒ
゛
ト フ

°
オし́スゥ  レト

bibit presul et
司祭、僧

bibit

アヌス

allus,
老婆

bbit

ビヒ
゛
ト

bibit

フら―テる

缶a樋鳥
兄弟

ティルレ    ヒ
゛
フ
゛
ント

ille,  bibunt
彼

テ
゛
カヌス

decanus,
司祭長

マーテる

コ■atet
母

ヒ
゛
フ
゛
ント

bibunt
ミルレ

mile.
千人

)r7I'lA
centum,

tr'A

ハ
°
るム

Paruln
少なすぎて

ヒ
゛
フ
゛
ン

bibunt

bibit

セクスツェンテ    ヌムマーテ

sexcente nulninate
600      銀貨

ドゥらント クゥ

durant, cum
持ちこたえる

クウ
゛
ァム ウ

゛
ィス ヒバ゙ント

Quamvis b■ant
たとえ～であっても

ミムモテ
゛
ら―テ

ilnコ■oderate
限度の無い

シク ノース  ロト
゛
ゥン

sic nOs ■Odunt
同様に 我々 とのかじる

クウ
゛
ィ ノス ろドゥント

Q面 nos Юdunt

トォムネス    ケ
゛
ンテ    セト   シ

On■ines gentes  et sic
すべての  人種     そして

トォムネス

omnes
すべて

シネ  メータ

si」ne meta。
なにし 限度

tv7
mente

レタ

bta,
死

セケ
゛
ンラ=ス

egentes.
貧乏な

ケリムゥ

erllnus

我々を苦 しめる者は 戸惑 うがいい 正 しい者 とは 区別 されるがいい
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lB. Circa mea pectora 18。 CiFCa uectora

私の心は ため息ばか り

あなたの美 しさに焦がれて 哀れに私を傷つける その美 しさ

マンダリエ ト マンダリエ ト 私の恋人は 帰ってこない

あなたの 目は輝 く 太陽の光のよ うに

稲妻の輝 きのように 間を照 らす その輝 きのように

神 よ叶えたまえ 私が心に願 ったことを

あの乙女の 固い心を 開かせることを

ゞ

cm uemula

若者 と乙女が 小部屋にいれば

その結びつきは 何と幸せなことだ 恋が芽生え

ツィルカ    メア

Circa lnea
の ま わ りに  1私の

Itt 4 pfl ill
Tlri lucent
b/tt-o> EEbr,.

へ°外ジ|

peCtOra氏

ムゥルタ

multa
たくさん

スゥスヒ
°
リア

suspШna
ため息,い

クウ
゛
ェ

que

スゥント

sunt
ある

メ

コne
私を

゛
ゥントテ

゛
   トウア  フ

°
ゥルヒリトゥテ

゛
ィネ

de tua pulch」 itudine
のために あなたの 打つjyす さ

マンタ
゛
    リエト    マンタ

゛
   リエト

嘔)Manda liet,  Mianda liet

ミセ
゛
れ

コa■sere.
あわれにも

l, tl :xl.
chumet niet.

*6 /3ut

ledunt
傷つける

ミン

nl■■

ケ
゛
セ
゛
ルレ

辟鍵h
私の 恋人

シクゥト スフ
°
レンドォる

sicut splendOr
のように 光

フゥルク
゛
リス

illguns
稲妻

ソリス らテ
゛
ィイ

sols rad五 ,

太陽の 光

ルーツェム

h∝m
光

卜
゛
ォーナト  テネフ

゛
リス

donat tenebris_
与える   閣

オクゥリ

oculi
目

シクウト

sicut
のように

(●印 くりかえし)

ウ
゛
ェルレント  テ

゛
ィイ  クウ

゛
ォト

゛
  メンテウ

゛
ェルレト

Wiellet

ウ   テイウス

ut eius
ように その

テ
゛
ウス

deus,
ネ申 響ent

フ
°
ろホ

°
スゥィ

proposu■ ‐

約束する

ウ
゛
ィるキ

゛
ネ

v■rgmea
乙女の

d五  quod inente
神様達      多く

オЪセらスセム      ウ
゛
ィンクゥーラ

鸞serassem vmcda.
開く・かんぬきを外す 鎖

(●印 くりかえし)

19.Si Duer cum puellula
シ  フ

°
ゥエる クゥム フ

°
ゥエルルゥラ

Si puer cunl puellula
もし～なら 男の子   少女

リン  ツェルルゥラ

1■■ cellu』L■,

の中に 小部屋

モられトゥ

コ血oraretur

フェリクス

偽l破
幸福な

t'" 97
pariter
IEE{r

コンユンクツィオ

con■unc伍o.

結合

アモーレ

Amore
愛

アウ
゛
ゥルソ

avl■so
遠去かる

れ

e
から

メテ
゛
ィオ

コQed■o
中間

TtTrtLA:lx'/7
suscrescente

フ
°
ろクゥール テテ

゛
ィオ

pЮcd 樋とo,
遠くへ   退屈

その二人の間か ら 1退屈が消え去 るにつれて



フィト  ルゥト
゛
ゥス  イネフファヒ

゛
リス

it ludus i_neighbilis
行われる 遊び  言いにくい

ラツェるティス ラヒ
゛
ィイ

lacertis, lab五
腕     下唇

オー          トォトゥス  フローオ
′しオ  ヤ    マモーオ′し   ウ

゛
ィるキ

゛
ナーリ  トォトゥ  サるテ

゛
オ

☆Oh,Oh,Oh,htus ■OreO, iam aimO“  virginali btus ardeo,
すべて 花盛 りである 今や 愛   乙女の    すべて  燃える

いい難い遊びが始まる 手足で 腕で 唇で

.||:::|||!|||:||||.2____lillllll!|||lilli:|::!||::!|!:|li!:コ __illl111!||||||::|||:!|!::||!::iil::|:l_:|||||!|!|!||:||::!|||:!!!::11:||!!|:|||:11::!!|

ぉぃで ぉいで さあおいで 私を焦らさないで

ヒルカ ヒルカ ナザーザ トリリリヴォス

あなたの美 しい顔 あなたの眼差

ふさふさした髪 おお何と輝かしい姿

バラよりも赤 く ユ リよりも白く

何よりも美しい 私はいつもあなたが自慢なのだ !

22. IIb InDus es uIIl

楽 しい季節だ おお乙女らよ

さあ楽 しむがよい 若者達よ

おお おお おお 私の全身は燃える 乙女への恋の為にもはや 身も心

も燃え尽きるのだ

メムフ
゛
リス

memb=is,
肢

20. Veni. ven■as
:ノ  エー

Vel■ i,

来る

venl,

ウ
゛
ェ_アス

ven■ as,

ヒtiる カ ヒuる ツェ ナツァツァ

h「ca, hFCe, nazaza,

ネ  メ  モリ
ne  :口■e  コ■o■■

でない 私を 死ぬ

コンテ
゛
ィテ

゛
ィオる

candidior
純自の

卜リルリリウ
゛
ォス

tri:Ⅱirivos¨ .

ソクゥロるゥ  マツィエス

ocl■lomIIl acies,
日の      するどいまなざし

クウ
゛
ァム  クラら   スヘ

°
ツィエス

quaΠl clara species!
なんと   光り輝く 美しい姿

ファツィアス

facias,
(あ ることを)さ せる

グロリオる

glo五or!
誇りにする

ウ

フ
°
ゥルフら

Pulchra
美しく

7.tV" ,( ltY.tt
tibi facies
b/e-t: * 3 it6

カヒ
°
ルローるゥム   セリエス

CapinOruln SeFieS,
頭髪      結んだ

ろサ
゛ るゥヒ

゛
クゥンテ

゛
ィオル

ROsa rubicundiO葛
ばら   赤い

＋４　０
綿
リーリオ

l■io
百合

オムニフ
゛
ゥス

ommbus
すべて

フォルモスィオる

島iFmOShち
形の良い

セムヘ
°

semper
つねに

リン テ

in te
あなたを

2.2. Tempus es iocundum
テムフ

・
ゥ    セス  ョクゥント

゛
ゥム

ToI1lplls es iOcundun■
,

時      である 快適な

オウ
゛
ィるキ

゛
ネス

o vlrg■lles,
おお 乙女

ユウ
゛
ェネス

■uvenes.

れスト クウ
゛
ォヘ°れオ

est,quo pereo.
である 死ぬほど恋焦がれる

r1."*
modo
3h

ノウ
゛
ゥス

■ovus,
新 しい

コンカ
゛
ウテ―゙テ

congaudete
一緒に喜ぶ

ウ
゛
ォス

VOS

ノウ
゛
ゥ   サモー

11《)vus  alnor
愛

新鮮な恋なのだ 私を死ぬほど焦がすのは



t7t
lVlea me

コンフォるタート

con10rtat
強くする

フ
°
ろミススィオ

pr()In■∬Ю
,

約束する

テ―゙ホ
°
るタット

deportat
おろす、下げる

メーア

mea

メ

コae 私が強くなるのは 約束するとき しおれるのは

拒むとき

冬には 男は我慢強い 春そよ風が吹く頃は 気ままになる

私がからかわれるのは 私が処女だから 私が馬鹿にされるのは

私がうぶだから

おいで恋人よ 喜び勇んで おいで おいで 私の可愛い人

もう私は死にそうだ

24. Ave forlnosissilna

たたえよ 最も美 しい 貴い宝

たたえよ 乙女の誇 り :輝 ける乙女

たたえよ 世界の光 たたえよ 世界のバラ

ブランチフロールとヘレナ 気高きヴィーナス !

ネカ
゛
ツィオ

negatio
否定

テムホ
°
ォ
‐
し

Te]mpOre
時

アウ
゛
ェ フォるモシスシマ

Ave lbHinOslssllna,
幸いあれ 最も美 しい

アウ
゛
ェ テ

゛
クウス ウ

゛
ィるキ

゛
ヌム

ave decl■s virginuI11,
幸いあれ 美しい  処女

(★印 くりかえし)

フ
゛
るゥマーリ  ウ

゛
ィる ハ

°
ツィエンス

bru:田nh  Vir patienS,
冬      男  忍耐強い

(☆日]く りかえし)

アニモ  ウ
゛
ェる ナリ

anコ■o ve」 nali
生命付ける 張るの

フスツィウ
゛
ィエンス

h“■Ⅶens.
気まぐれに

メア    メークゥム  ルゥーテ
゛
ィト ウ

゛
ィるキニ゙タス

Mea mecuim ludit v■ rgnitas,
からか う 乙女

(☆印 くりかえし)

メア   メ  テ
゛
卜るゥテ

゛
ィト シムフ

°
リツィタス

mea me detru伍t simphcitas.
押 しやる   単純

ヤム  ヘ
°
オしオ

■am pe“o.

すでに 死ぬ

ウ
゛
ェニ  ト

゛
ミツェルラ     クゥム   カ

゛
ウテ

゛
ィオ  ウ

゛
ェニ ウ

゛
ェニ フ

°
ゥルヘら

Vbni,dolnicella, cl■In gaudio, veni,veni,pu:Lchra,
来る  乙女       と共に 喜び    来る 来る  美しい

(☆印 くりかえし)

24.Ave
ケ
゛
ムマ

rmma
宝 石

フ
°
オしツィオーサ

pretiosa,
高価な

アウ
゛
ェ  ムゥンテ

゛
ィ

ave lmundュ
幸いあれ 世界の

フ
゛
ランツィフロー

BlaI■ zi」Eor
(美女の名前)

ウ
゛
ィるゴ ク

゛
口リオーサ

virgo gloriosa,
処女   栄光にみてる

アウ
゛
ェ ムゥンテ

゛
ィ ろ―サ

ave IIlundi rosa,
幸いあれ 世界の  ばら

ウ
゛
ェヌゥス

リ
ジ舛ネろ

‐
サ

｀
恥 nus "鵬 Ю m!
美の女神  ケ

や
ネロづ

゛

ルゥミする

lumina葛
光

れト

ct

ヘェレナ

IIelena,

25。 (1全文 1_. と同 じ)
25. O螢文 1. と同 じ )


